
医療福祉学部　医療福祉学科（高一種免（福祉））

医療福祉学部　医療福祉学科（特支一種免（聴・知））

医療福祉学部　医療福祉学科　ソーシャルワークコース（高一種免（福祉））

　学修を集大成し、特別支援学校における教育実習を通じ、特別支援教育に関する実践力をもつ教員として、さらなる専
門性充実を図るための資質・能力及び技術を高める。

3年次

春学期
　2年次までに習得した障害児・者福祉の知識や、教育に関する基礎的学修を基に、特別支援教育に関する理念及び指
導技法の基礎を習得し、実践力の基礎を固める。

秋学期
　3年次春学期までの学修を基礎に、特別支援教育に関する理解を更に深めると共に、特別支援学校の見学や特別支
援学校に在籍する児童生徒との関わりを通して、基礎的実践力を身に付ける。

①教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること

教員の養成の目標

　教科「福祉」の教職課程においては、学科の教育理念を基本に対人援助の専門家に求められる問題解決能力・コミュニケーション能力を身に付けた教員を養成す
ることとしている。この理念のもと、実践的指導力を有する教員を育成するため、「理論と実践の統合」を目指したカリキュラムおよび指導体制を構築する。教科「福
祉」においては、とくに高等学校生徒に生涯学習の視点を踏まえつつ、将来のスペシャリストとして必要な専門性の基礎的・基本的な知識や技術を確実に習得させ
るため、その内容を精選して構成する。

教員の養成の目標

教員の養成目標を達成するための計画
履修年次

年次 時期

秋学期
　高校福祉科教員としての資質を身に付け、その学びや今後の課題を実習報告会において分かりやすく発表することが
できる。

4年次

秋学期
　教員になるための自身の適性を考え、教育実習に向けて専門知識を充実させ、教職に対する強い情熱を育むことがで
きる。

春学期
　教育実習を通して学校経営や学級経営の在り方を理解するとともに、生徒がともに学び、支え合うために福祉教育の
重要性を深く認識することができる。

3年次

　学校教育において、すべての児童生徒にとって分かる授業、楽しい授業、主体的に学ぶ授業を実践するにあたり、特別支援教育の視点は重要である。また、イン
クルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進において、特別支援教育の高度な専門性を身に付けた「特別支援学校教諭」の養成が急務となって
いる。
　 特別支援学校教諭には、障害特性に応じた生理、病理、ならびに心理に係る知見と異なる障害種を横断的に指導できる幅広い見識、更には通常の学級に在籍
するＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症など発達障害のある児童生徒に対する指導力など、高度な専門性が求められている。
　本学科の「特別支援学校」の教職課程においては、学科の設置理念を基本として、対人援助の専門家に求められる問題解決能力・コミュニケーション能力を身に
付け、更に上記の特別支援学校教諭として必要な資質としての聴覚障害者及び知的障害者に対する専門的指導力と発達障害者に対する指導力を備えたスペシャ
リストを養成することとしている。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

4年次

春学期
　各障害種に対応した知識・技能の習得と併せ、特別支援学校に在籍する児童生徒との関わりを省察し、特別支援教育
の指導技術を高める。

秋学期

春学期
　教科「福祉」の専門教育と教職の専門教育を効果的に統合することで、高等学校で生徒が主体的に理解できるような
具体的事例を用いた授業展開の方法を考えられる。

教員の養成の目標

　教科「福祉」の教職課程においては、学科の教育理念を基本に対人援助の専門家に求められる問題解決能力・コミュニケーション能力を身に付けた教員を養成す
ることとしている。この理念のもと、実践的指導力を有する教員を育成するため、「理論と実践の統合」を目指したカリキュラムおよび指導体制を構築する。教科「福
祉」においては、とくに高等学校生徒に生涯学習の視点を踏まえつつ、将来のスペシャリストとして必要な専門性の基礎的・基本的な知識や技術を確実に習得させ
るため、その内容を精選して構成する。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　教員を志す学生の動機づけとして、教職課程の履修モデルやカリキュラムについての説明を聞くことにより、入学直後
から積極的に安定して学修に取り組むことができる。

秋学期 　教職共通科目を学ぶことにより、教職への興味関心を高めるとともに教員に求められる資質について理解する。

2年次

春学期
　教職に必要な専門科目を学ぶことにより、専門性の追究と生徒の発達段階に合わせた学習指導の在り方を考えられ
る。

秋学期 　教科「福祉」の専門知識を習得し、それを基盤として高等学校での福祉教育の展開方法を探求できるようになる。

3年次

春学期
　教科「福祉」の専門教育と教職の専門教育を効果的に統合することで、高等学校で生徒が主体的に理解できるような
具体的事例を用いた授業展開の方法を考えられる。

秋学期
　教員になるための自身の適性を考え、教育実習に向けて専門知識を充実させ、教職に対する強い情熱を育むことがで
きる。

4年次

春学期
　教育実習を通して学校経営や学級経営の在り方を理解するとともに、生徒がともに学び、支え合うために福祉教育の
重要性を深く認識することができる。

秋学期
　高校福祉科教員としての資質を身に付け、その学びや今後の課題を実習報告会において分かりやすく発表することが
できる。



医療福祉学部　医療福祉学科　初等・特別支援教育コース（小一種免）

医療福祉学部　医療福祉学科　初等・特別支援教育コース（特支一種免（視・聴・知・肢・病））

4年次

春学期
・障害児教育に関する理解を深める。
・重複障害者教育に関する理解を深める。
・3年次に自ら設定し理解を深めた教育課題について、解決の糸口を探る。

秋学期

・教職課程での学修及び教育実践を通して身に付けた資質能力について考察し、教職に必要となる使命感や対人関係
能力、児童理解や授業指導力の総合的に向上させる。
・視覚障害、聴覚障害のある児童・生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた指導及び授業設計に
ついて理解する。
・自ら設定し理解を深めた教育課題について、卒業研究として発表することができる。

春学期

・特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱）の教育課程及び指導法に関する理解を深める。
・個々の児童・生徒の障害の状態や発達段階についての的確な把握に基づく自立活動の指導目標・指導内容の検討、
指導計画の作成について理解を深める。
・2年次までの学修内容や教育活動を通して、自ら設定した課題ついて理解を深める。

秋学期 ・春学期に引き続き、自ら設定した課題について理解を深める。

2年次

春学期

・特別支援教育の思想や理念、歴史、制度や経営、また障害者施策の動向に関する理解を深める。
・視覚障害や聴覚障害の要因となる病理面と心理面及び生理面の特徴について理解を深める。
・通常学級における発達障害児への支援や共生の視点をもった学級環境、インクルーシブ教育に関する基礎的な知識
を身に付ける。
・現場教員等による講話や教育現場の実際について深く学び、実習に向けた気概を高める。

秋学期

・知的障害、肢体不自由、病弱（身体虚弱を含む）の要因や背景となる病理面や併存症・合併症と心理面及び生理面の
特徴について理解を深める。
・児童を取り巻く社会生活上の課題やライフコースにおける社会課題に関する基礎的な知識を身に付ける。
・近隣の特別支援学校を訪問し、教員の職務内容や児童の生活の様子、校内環境等の観察を通して、教育実習に向け
た心構えを身に付ける。

1年次

春学期

・基礎教育科目の履修を通して、幅広い教養、豊かな感性、人間理解、国際的感覚を身に付けると共に、医療福祉の基
礎的理解と、専門科目を履修するために必要な基礎的な学力を向上させる。
・障害者との多様なコミュニケーション方法の基礎的理解と技能の基本を身に付ける。
・社会福祉の理論や歴史、ソーシャルワークの定義、現代社会の福祉課題についての理解を深める。
・教職を目指す心構えや理想の教師像を持ち、教職を目指すための自己理解と学習目標の設定を行う。

秋学期

・春学期に引き続き、基礎教育科目の履修を通して、幅広い教養、豊かな感性、人間理解、国際的感覚を身に付けると
共に、医療福祉の基礎的理解と、専門科目を履修するために必要な基礎的な学力を向上させる。
・発達障害の種類やその特性、また支援の方法に関する基礎的な知識を身に付ける。
・教育支援ボランティアに取り組み、学校をはじめとする教育現場での活動に必要な心構えを身に付ける。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次

教員の養成の目標

時期

  医療福祉学科 初等・特別支援教育コースでは、「教育と医療福祉に関する高度な専門性と豊かな教養を身に付け、障害の有無にかかわらず児童一人ひとりの可
能性を最大限に引き出し、豊かな人間性と生きる力を育むことができる教師」を養成する。すべての特別支援教育領域（視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢
体不自由者、病弱者（身体虚弱者を含む）に関する教育の領域）における、心理・生理・病理及び教育課程、指導法等の教育について学修し、発達障害や重複障害
を含めた、特別支援教育に関する多岐に渡る専門的な知識や指導方法を修得する。さらに、教育実践においては、児童・生徒の障害の程度や多様性、個々の児
童・生徒に対する指導内容と方法について十分に理解を促し、特別支援学校教育実習を通して、特別支援教育に関する深い学びと実践的指導力の向上を図る。

3年次

通年
・特別支援学校教育実習を通して、障害種や障害のある児童への指導方法やかかわり方、また学級経営に関する理解
を深めると同時に、実践的指導力を向上させる。

教員の養成の目標

  医療福祉学科 初等・特別支援教育コースでは、「教育と医療福祉に関する高度な専門性と豊かな教養を身につけ、障害の有無にかかわらず児童一人ひとりの可
能性を最大限に引き出し、豊かな人間性と生きる力を育むことができる教師」を養成する。4年間を通じて、教育の理念や歴史、教職の意義や職務内容、生徒指導
等、教職に必要な知識を学修し、すべての教科の専門性向上と合わせ、教科指導におけるアクティブラーニングやICT活用、特別支援教育の視点に基づいた実践
的指導力を身に付ける。さらに、長期にわたる学校体験活動や小学校教育実習を通して、小学校教員としての使命感や責任感を深めていく。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期

・基礎教育科目の履修を通して、幅広い教養、豊かな感性、人間理解、国際的感覚を身に付けると共に、医療福祉の基
礎的理解と、専門科目を履修するために必要な基礎的な学力を向上させる。
・教育の理念や歴史、思想、また児童の心身の発達や学習過程についての理解を深める。
・社会福祉の理論や歴史、ソーシャルワークの定義、現代社会の福祉課題についての理解を深める。
・教職を目指す心構えや理想の教師像を持ち、教職を目指すための自己理解と学習目標の設定を行う。

秋学期

・春学期に引き続き、基礎教育科目の履修を通して、幅広い教養、豊かな感性、人間理解、国際的感覚を身に付けると
共に、医療福祉の基礎的理解と、専門科目を履修するために必要な基礎的な学力を向上させる。
・教職の意義や特別支援教育に関する理解を深める。
・音楽、図画工作、体育に関する専門的事項について理解を深める。
・発達障害の種類やその特性、また支援の方法に関する基礎的な知識を身に付ける。
・教育支援ボランティアに取り組み、学校をはじめとする教育現場での活動に必要な心構えを身に付ける。

2年次

春学期

・教育課程や情報通信技術を含めた教育方法、生徒指導やキャリア教育に関する理解を深める。
・生活、家庭に関する専門的事項及び音楽、図画工作、体育に関する指導方法や授業設計について理解を深める。
・通常学級における発達障害児への支援や共生の視点をもった学級環境、インクルーシブ教育に関する基礎的な知識
を身に付ける。
・現場教員等による講話や教育現場の実際について深く学び、実習に向けた気概を高める。

秋学期

・教育制度や地域連携、教育相談やカウンセリングに関する理解を深める。
・国語、社会、算数、理科、外国語（英語）に関する専門的事項及び生活、家庭に関する指導方法や授業設計について
理解を深める。
・児童を取り巻く社会生活上の課題やライフコースにおける社会課題に関する基礎的な知識を身に付ける。
・近隣の小学校を訪問し、教員の職務内容や児童の生活の様子、校内環境等の観察を通して、教育実習に向けた心構
えを身に付ける。

3年次

春学期
・道徳教育、特別活動、総合的な学習の時間に関する理解を深める。
・国語、社会、算数、理科、外国語（英語）に関する指導方法や授業設計について理解を深める。
・2年次までの学修内容や教育活動を通して、自ら設定した課題ついて理解を深める。

秋学期 ・春学期に引き続き、自ら設定した課題について理解を深める。

通年
・介護等体験を通して、個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深める。
・学校体験活動を通して、学校の実態や教員の職務、児童の実態など、教育活動の特色を理解する。
・小学校教育実習を通して、学習指導や学級経営に関する理解を深めると同時に、実践的指導力を向上させる。

4年次

春学期
・障害児教育に関する理解を深める。
・3年次に自ら設定し理解を深めた教育課題について、解決の糸口を探る。

秋学期

・教職課程での学修及び教育実践を通して身に付けた資質能力について考察し、教職に必要となる使命感や対人関係
能力、児童理解や授業指導力の総合的に向上させる。
・重複障害者教育に関する理解を深める。
・自ら設定し理解を深めた教育課題について、卒業研究として発表することができる。



医療福祉学部　医療保育学科（幼一種免）

医療技術学部　臨床栄養学科（栄教一種免）

　2年次春学期は、幼児教育に関する理論的な学修のみならず、演習や実習等の実践的な学修を展開し、幼稚園教諭
に必要な子どもの発達支援に関する実践力の基礎を身に付けることを主な目標とする。

秋学期
　2年次秋学期は、幼児教育に必要な子どものケアと発達支援に関する実践力の基礎を育成することを主な目標とす
る。ここでは、次年度の幼稚園における教育実習に備えた知識と理論の修得も目指す。

3年次

春学期
　3年次春学期は、幼児教育に関する理論的な学修のみならず、演習等の実践的な学修を展開するとともに、秋学期に
実施する教育実習の準備を通して、幼稚園教諭に必要な教育実践力と倫理観を併せて修得する。

秋学期
　3年次秋学期は、幼稚園における4週間の教育実習により実践力の向上を図るとともに、発達障害児に対する幼児教
育の理論や方法を修得することを目標とする。ここでは、一般的な幼児教育の理論と方法に加えて、特別な支援が必要
な子どもへの幼児教育に関する基礎的な理論と方法の修得を目指す。

4年次

春学期
　4年次春学期は、発達障害児に関する幼児教育の理論と方法を修得することを目標とする。さらに3年間の学修を踏ま
えて、幼稚園などのフィールドにおいて各々の子どもたちの発達上の特徴と発達課題をつかむ具体的な方法の修得を目
指す。

秋学期
　4年次秋学期は、幼稚園教諭に必要な発達障害児に関する幼児教育を実践的に学ぶことを目標とする。さらに教職実
践演習（幼稚園）を展開し、これまでの幼児教育に関する理論的な学習、実習の振り返りと、実践的な演習によって実践
力を高め4年間の教職課程の学修の集大成を目指す。

教員の養成の目標

　臨床栄養学科の教育目的は、臨床栄養学の専門知識と技術をもって、人々の健康長寿を支援できる管理栄養士の養成である。
　本内容を踏まえ、本学科における栄養教諭の養成目標は、児童・生徒が生涯を通して健康的な生活を送り自己実現を達成する、その一助となる望ましい食習慣を
身に付けるための、適切な健康・栄養教育を実践できる食教育専門家を養成することである。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　1年次では、教育と指導の基礎知識を学修する。
・「教育学概論」、「教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）」、「教育心理学」を学ぶことで児童・生徒に対する教
育の基礎的理解を深め、今後の実践に向けて下地を養う。

秋学期

教員の養成の目標

　医療保育学科の教員養成の目標は、“あらゆる子どものケアと発達支援”を実践できる幼稚園教諭を育成することである。特に“発達障害児”を中心とする特別な
支援が必要な幼児を含む“すべての幼児”に対して、適切な幼児教育を提供できる人材を育成する点にある。現在の子ども支援には、通常の発達支援に加え、発達
障害のある子どもへの支援、子育てに不安を抱く保護者への相談支援、発達障害を診断する医療機関や、発達障害児の療育機関との連携など、子どもの医療福
祉に関する知識が不可欠である。子どもの生活・遊び・発達支援・幼児教育及び医療福祉等に関係する学問分野の知見を統合することによって、あらゆる子どもに
「生きる力」の基礎を培うことを最大の目標とする。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　1年次春学期は、幼稚園教諭として必要な基礎的教養を身に付けるために、大学全体で設定している基礎教育科目を
修めることを主な目標とする。それに加えて、学科の学修内容全体を俯瞰する基礎ゼミナールを開講し、4年間の学修の
全体像を把握することも目指す。さらに子どもの発達、遊びに関する基礎的な考え方も修得する。

秋学期
　1年次秋学期は、春学期に引き続き、幼児教育に必要な基礎的教養を身に付けることに加え、教員として必要な法的な
教養も身に付けることを主な目標とする。それに加えて、保育内容に関する総論的かつ基礎的な考え方も修得する。

2年次

春学期

4年次

春学期
　4年次では、臨地実習で学んだ管理栄養士の技術と3年間で積み上げた知識の復習を通して、秋学期に控えた「教職
実践演習（栄養教諭）」及び「学校栄養教育実習」に向けて、栄養教諭としての質の向上を目指す。

秋学期
　「教職実践演習（栄養教諭）」、「学校栄養教育実習」を通し、実践的指導力の深化・統合を図り、栄養教諭としての教育
実践力を高めるとともに、自身の分析・評価の公表を通じ、生涯学修としての基盤を築く。

・「教師論」、「生徒指導論」、「教育相談基礎理論」、「特別支援教育論」を学ぶことで、教師とその組織であるチーム学校
の理解を深めるとともに、より実際的な教育と指導を各論的に学び、その知識を深める。

2年次

春学期

　2年次では、1年次の内容を基礎とし、教科指導に必要な基礎的内容から、栄養教諭独自の内容を専門的に学修して
いく。
・「教育課程論」を学ぶことで、計画的・組織的な教育活動について学習指導要領を中心に理解を深め、各教科への応用
のための基礎を養う。

秋学期

・「道徳・特別活動・総合的な学習の時間」から、教育課程の各論を学び、現代的な諸問題と、それに対する教育につい
て理解を深める。
・「学校栄養教育指導論Ⅰ」では、栄養教諭の職務や児童・生徒の栄養課題、食生活の歴史的・文化的考察を通して栄
養教育や指導に必要な知識とその内容を理解し、栄養教諭のアイデンティティを学ぶ。

3年次

春学期
　3年次では、1、2年次で得た知識を、演習や実習を通して栄養士・管理栄養士の実践的技術として学修していく。
・「学校栄養教育指導論Ⅱ」を学び、これを修得することを通して「教科における食の指導」を理解するとともに、学級活動
での指導案作成、栄養指導の模擬実践を介し、実践力を身につける。

秋学期
・臨地実習を通して管理栄養士の職務である栄養の指導技術を実践的に学修する。この学びを4年次での「学校栄養教
育実習」に応用する。



医療技術学部　健康体育学科（中一種免（保健体育））

医療技術学部　健康体育学科（高一種免（保健体育））

医療技術学部　健康体育学科（高一種免（保健））

秋学期
　教職共通科目「教育と社会・制度」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟を確固たるものと
し、教職に関わる基礎知識・技術の習得をさらに進める。

3年次

春学期
　2年次までの学修を基礎として、教職共通科目「特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法」及び教科教育法に関す
る学修等により、基礎知識・技術の習得を踏まえ、実践的指導力の向上を図る。

秋学期
　教職共通科目「教育相談基礎理論」に関する学修等により、実践的指導力のさらなる向上を図り、次年度の教育実習
に向けた自覚を高め、教育実習の準備を進める。

4年次

春学期
　3年次までの学修を基礎として、教育実習における体験・経験的学修により実践的指導力のさらなる向上を図るととも
に、地域教育経営の観点から保護者や地域との連携・協力の実際を学ぶことにより、今後の学校教育の在り方について
の理解を深める。

秋学期
　教職共通科目「教職実践演習（中・高）」の学修等により教職課程における学びを総括し、次年度からの教職生活に向
けて、学校支援ボランティア等の経験を多く積むことにより実践力を身に付ける。

3年次

春学期
　2年次までの学修を基礎として、教職共通科目「道徳教育の理論と方法」「特別活動・総合的な学習の時間の理論と方
法」及び教科教育法に関する学修等により、基礎知識・技術の習得を踏まえ、実践的指導力の向上を図る。

秋学期
　教職共通科目「教育相談基礎理論」、教科教育法及び指導法に関する学修等により、実践的指導力のさらなる向上を
図り、次年度の教育実習に向けた自覚を高め、教育実習の準備を進める。

2年次

4年次

春学期
　3年次までの学修を基礎として、教育実習における体験・経験的学修により実践的指導力のさらなる向上を図るととも
に、地域教育経営の観点から保護者や地域との連携・協力の実際を学ぶことにより、今後の学校教育の在り方について
の理解を深める。

秋学期
　教職共通科目「教職実践演習（中・高）」の学修等により教職課程における学びを総括し、次年度からの教職生活に向
けて、学校支援ボランティア等の経験を多く積むことにより実践力を身に付ける。

2年次

春学期
　1年次の学修を基礎として、教職共通科目「教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）」「生徒指導及び進路指導
論」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟及び教職実践観を深めるとともに、教職に関わる
基礎知識・技術の習得を進める。

教員の養成の目標

　本学科では、科学的な健康・体力づくりの推進役として個々人の身体機能や生活環境を考慮した運動指導者ならびに学校での健康教育に係わる教員の養成を教
育目的としている。
　学校での運動指導・健康教育に係わる教員として、高等学校教諭一種免許状(保健)を修得する教職課程においては、高校生の発達の段階を考慮して、保健科の
時間はもとより、学校の教育活動全体を通して、体育・健康に関する指導を適切に行うことができる人材の育成を目指す。
　この目的を達成するために、3つの領域（健康学、体育学、医学）に関する深い知識を身に付けられるように「専門科目」を配置している。
　そして、今日求められる保健科教諭として必要な「実践的指導力」を有する人材を輩出するために、「理論と実践の融合」を重視した履修モデル及び学内外の演
習・実習指導体制を構築している。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　教職共通科目「教育基礎論」の受講等を通して教職の魅力と厳しさに関する理解を深め、教員免許状取得の意思を自
己決定する。

秋学期
　教職の魅力と厳しさに関する理解をさらに深め、教育職員免許状取得の意思を自己決定するために、教職共通科目
「教師論」の受講等、児童・生徒・学校・教師に関する幅広い学修を進める。

春学期
　1年次の学修を基礎として、教職共通科目「教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）」「生徒指導及び進路指導
論」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟及び教職実践観を深めるとともに、教職に関わる
基礎知識・技術の習得を進める。

秋学期
　教職共通科目「教育と社会・制度」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟を確固たるものと
し、教職に関わる基礎知識・技術の習得をさらに進める。

1年次

春学期
　教職共通科目「教育基礎論」の受講等を通して教職の魅力と厳しさに関する理解を深め、教員免許状取得の意思を自
己決定する。

秋学期
　教職の魅力と厳しさに関する理解をさらに深め、教育職員免許状取得の意思を自己決定するために、教職共通科目
「教師論」の受講等、児童・生徒・学校・教師に関する幅広い学修を進める。

教員の養成の目標

　本学科では、科学的な健康・体力づくりの推進役として個々人の身体機能や生活環境を考慮した運動指導者ならびに学校での健康教育に係わる教員の養成を教
育目的としている。
　学校での運動指導・健康教育に係わる教員として、高等学校教諭一種免許状(保健体育)を修得する教職課程においては、高校生の発達の段階を考慮して、保健
体育科の時間はもとより、学校の教育活動全体を通して、体育・健康に関する指導を適切に行うことができる人材の育成を目指す。
　この目的を達成するために、3つの領域（健康学、体育学、医学）に関する深い知識を身に付けられるように「専門科目」を配置している。
　そして、今日求められる保健体育科教諭として必要な「実践的指導力」を有する人材を輩出するために、「理論と実践の融合」を重視した履修モデル及び学内外の
演習・実習指導体制を構築している。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

4年次

春学期
　3年次までの学修を基礎として、教育実習における体験・経験的学修により実践的指導力のさらなる向上を図るととも
に、地域教育経営の観点から保護者や地域との連携・協力の実際を学ぶことにより、今後の学校教育の在り方について
の理解を深める。

秋学期
　教職共通科目「教職実践演習（中・高）」の学修等により教職課程における学びを総括し、次年度からの教職生活に向
けて、学校支援ボランティア等の経験を多く積むことにより実践力を身に付ける。

3年次

春学期
　2年次までの学修を基礎として、教職共通科目「道徳教育の理論と方法」「特別活動・総合的な学習の時間の理論と方
法」及び教科教育法に関する学修等により、基礎知識・技術の習得を踏まえ、実践的指導力の向上を図る。

秋学期
　教職共通科目「教育相談基礎理論」、教科教育法及び指導法に関する学修等により、実践的指導力のさらなる向上を
図り、次年度の教育実習に向けた自覚を高め、教育実習の準備を進める。

2年次

春学期
　1年次の学修を基礎として、教職共通科目「教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）」「生徒指導及び進路指導
論」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟及び教職実践観を深めるとともに、教職に関わる
基礎知識・技術の習得を進める。

秋学期
　教職共通科目「教育と社会・制度」及び教科に関する科目の学修等により、教職を目指す自覚と覚悟を確固たるものと
し、教職に関わる基礎知識・技術の習得をさらに進める。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　教職共通科目「教育基礎論」の受講等を通して教職の魅力と厳しさに関する理解を深め、教員免許状取得の意思を自
己決定する。

秋学期
　教職の魅力と厳しさに関する理解をさらに深め、教育職員免許状取得の意思を自己決定するために、教職共通科目
「教師論」の受講等、児童・生徒・学校・教師に関する幅広い学修を進める。

　本学科では、科学的な健康・体力づくりの推進役として個々人の身体機能や生活環境を考慮した運動指導者ならびに学校での健康教育に係わる教員の養成を教
育目的としている。
　学校での運動指導・健康教育に係わる教員として、中学校教諭一種免許状(保健体育)を修得する教職課程においては、中学生の発達の段階を考慮して、保健体
育科の時間はもとより、学校の教育活動全体を通して、体育・健康に関する指導を適切に行うことができる人材の育成を目指す。
　この目的を達成するために、3つの領域（健康学、体育学、医学）に関する深い知識を身に付けられるように「専門科目」を配置している。
  そして、今日求められる保健体育科教諭として必要な「実践的指導力」を有する人材を輩出するために、「理論と実践の融合」を重視した履修モデル及び学内外の
演習・実習指導体制を構築している。

教員の養成の目標



医療技術学部　健康体育学科（養教一種免）

医療技術学部　健康体育学科（特支一種免（肢・病））

春学期
・3年次秋学期で学修した肢体不自由・病弱に関する知識を基に、特別支援教育に関する具体的な指導技法を習得し、
実践力の基礎を固める。

秋学期

・4年次秋学期は、特別支援学校における教育実習を踏まえて、特別支援学校教諭としての教育実践力と倫理観を高め
るとともに、学校現場の中で自らの実践を振り返り、特別支援教育の指導技術を高める。
・「肢体不自由教育総論」及び「病弱教育総論」を受講することにより、障害のある児童生徒の病理・生理・心理的特性と
教育的ニーズに応じた教育方法を確認して学修を集大成させ、特別支援教育に関する実践力をもった教員になり得る
技術を高める。

春学期

・1年次の学修を踏まえ、肢体不自由・病弱教育の基礎となる「休養科学」「運動生理学」「衛生学・公衆衛生学」「臨床ス
ポーツ医学概論」等の専門科目を履修し、理解を深める。
・「教育課程論」「教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む）」を受講し、カリキュラムの構造及び教育方法を理解す
るとともに、「生徒指導及び進路指導論」を受講し、支援を必要とする児童生徒の学校生活やキャリア教育に対して汎用
できる知識を得る。

秋学期
・肢体不自由・病弱教育の基礎となる「発育発達運動論」「運動栄養学」「学校保健Ｂ」を受講し、障害のある児童生徒に
対する健康支援の側面からの理解を深める。
・「教育と社会・制度」を受講し、特別支援教育における教育行政の仕組みについて理解する。

　教職共通科目「教職実践演習(養護教諭）」の学修等により、養護教諭として必要な資質能力を確認し、次年度からの
教職生活に向けて教職課程における学びを総括する。

教員の養成の目標

　本学科では、科学的な健康・体力づくりの推進役として個々人の身体機能や生活環境を考慮した運動指導者ならびに学校での健康教育に係わる教員の養成を教
育目的としている。2020年度から新たな免許種として認定を受けた「特別支援学校教諭免許状」の養成では、健康体育学科の教育理念に根差し、中高保健体育科
教諭及び高校保健科教諭を基礎免許状に置いた体力づくりと健康教育の行える特別支援学校教諭を養成する（肢体不自由、病弱領域）。具体的には、以下の計画
に基づき、「児童生徒一人一人のニーズにあった指導・支援ができる能力」「長期的なプランニングの立場に立って、より健康になるための生涯学習につながる自立
支援をサポートする教育を実現できるレベルにまで高められる能力」を身に付けられるようにする。そのために、肢体不自由、病弱に関する科目では、既存の授業
内容に加えて健康体育学的視点を導入し、編成した。また、先に挙げた2領域以外の領域（知的・視覚・聴覚及び情緒・言語・重複・自閉症・LD・ADHD等）のすべて
の障害種に対応できるカリキュラムを編成した。

教員の養成目標を達成するための計画
年次

4年次

履修年次
時期

1年次

春学期
・教育職員免許法施行規則66条の6に定める基礎教育科目を修めることにより特別支援学校教諭として必要な基礎的教
養を身に付ける。
・「教育基礎論」「教育心理学」の受講を通して教員として必要な知識や考え方を修得する。

秋学期

・春学期に引き続き「解剖学概論」「健康教育学」を受講し、特別支援学校教諭として必要な医学・健康学の基礎的教養
を身に付ける。
・「教師論」「特別支援教育論」の受講を通して教師としての資質能力及び特別な支援が必要な児童生徒に関する基礎
的な考え方を修得する。

2年次

4年次

春学期
　3年次までの学修を基礎として、「養護実習」における体験・経験的学修により、実践的指導力のさらなる向上を図るとと
もに、教職に就く意思を再確認し、採用試験に向けた学習を進める。

秋学期

3年次

春学期

　2年次までの学修を基礎として、養護に関する科目「養護活動論」の受講・学修等により、養護教諭の「養護」とは何か
を説明できるようになるとともに、養護活動を展開するために必要な知識及び技術を習得を踏まえ、実践的指導力の向
上を図る。看護臨床における「ふれあい援助実習」に向けた履修要件科目の「基礎看護技術」を受講し基礎看護技能を
習得する。

秋学期

・教職共通科目「教育相談基礎理論」の受講等を通して、個々の心理的特質や教育的課題を適切に捉え、支援するため
に必要な基礎的知識（カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）を身に付ける。
・養護に関する科目「生涯保健看護学Ｂ」「健康相談活動の理論及び方法」に関する学修等により、実践的指導力のさら
なる向上を図り、次年度の養護実習に向けた自覚を高め、実習の準備を進める。また、看護臨床における「ふれあい援
助実習」において、養護教諭に必要な看護実践能力を養う。

2年次

春学期

・1年次の学修を基礎として、養護に関する科目「衛生学・公衆衛生学」「学校保健Ａ」「生涯保健看護学Ａ」の受講等によ
り、実践化に向けたヘルスプロモーションの概念を理解する。
・教職共通科目「教育課程論」の受講等を通して、学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程につ
いて、その意義や編成の方法を理解するとともに、各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義
を理解する。

秋学期

・養護に関する科目「学校保健Ｂ」の受講・学修等により、養護教諭の職務に関わる基礎知識・技術を修得し、理解をさら
に深め、教職を目指す自覚と覚悟を確固たるものとする。
・「看護病態学」を学び、学校看護場面における知識を身に付ける。「看護病態学」を学び、学校看護場面における知識
を身に付ける。

1年次

春学期
　教職共通科目「教育学概論」の受講等を通して教職の魅力と厳しさに関する理解を深め、教員免許状取得の意思を自
己決定する。

秋学期

・教職共通科目「教師論」の受講等により、教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について身に付け、教職へ
の意欲を高め、さらに適性を判断し、進路選択に資する教職の在り方を理解する。
・養護に関する科目　「保健看護学概論」を受講し、看護概念を形成する。「医学概論Ⅰ」「解剖学概論」の受講・学修等
により、養護教諭に必要な医学及び人体の生理解剖に関する基礎的知識を習得する。

教員の養成の目標

　本学科では、科学的な健康・体力づくりの推進役として個々人の身体機能や生活環境を考慮した運動指導者ならびに学校での健康教育に係わる教員の養成を教
育目的としている。学校での健康教育に係わる教員として、養護教諭一種免許状を修得する教職課程においては、児童生徒の生涯健康を見据えたヘルスプロモー
ションの理念を具現化できる人材を育成する。この目的を達成するために、3つの領域（健康学、体育学、医学）に関する深い知識を身に付けられるように「専門科
目」を配置している。そして、今日求められる養護教諭として必要な「実践的指導力」を有する人材を輩出するために、「理論と実践の融合」を重視した履修モデル及
び学内外の演習・実習指導体制を構築している。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

3年次

春学期
・2年次までに習得した肢体不自由・病弱教育の基礎的学修を基に、特別支援教育に関する理念及び指導技法の基礎
を習得し、実践力の基礎を固める。
・主に障害種別の病理・生理・心理的特性の知識理解を深める。

秋学期
・3年次春学期までの学修を基礎に、特別支援教育に関する理解をさらに深めると共に、肢体不自由・病弱に加え、視
覚・聴覚・知的・発達障害等の教育課程及び方法を理解する。



医療福祉学研究科　医療福祉学専攻（高専免（福祉））

医療福祉学研究科　医療福祉学専攻（特支専免（聴・知））

医療技術学研究科　健康体育学専攻（中専免（保健体育））

医療技術学研究科　健康体育学専攻（高専免（保健体育））

1年次

春学期 　高等学校福祉科教員として、より専門性を追究し、生徒の発達段階に合わせた学習指導ができる。

秋学期 　教科「福祉」における専門教育として高校生に理解されやすい教材を開発することができる。

2年次

春学期 　開発した教材を基に授業展開をすることにより、他教科との関連を考慮に入れたカリキュラムの在り方が考えられる。

秋学期
　教育従事者として高校生に福祉教育の必要性を理解させるとともに、地域社会にも福祉教育の必要性を発信すること
ができる。

教員の養成の目標

  特別支援学校教諭には、障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を十分把握して各教科等や自立活動の指導等に反映できる幅広い知識・技能等が求めら
れている。本専攻科においては、医療福祉分野の理論と実践について深い知識、優れた技能、高い倫理観を併せ備え、少子高齢化・福祉に関するニーズの多様化
の進む社会の要請に対応可能な有能にして国際的視野を有する指導的人材を育成している。
　また、大学院の教育理念を基本に、医療・福祉・保健の専門分野における学術の理論および応用の研究を深め、広い視野に立った清深な学識、高度の専門性を
要する技能と共に、高い倫理観を身に付けた特別支援教育の専門家を養成する。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期 　特別支援教育の法制度上の意義と理念について理解を深める。

秋学期 　特別支援教育と福祉・医療領域との関連について考察する。

　学校現場における「リーダーティーチャー」となるために、中学・高等学校の非常勤の経験、特に公開研究授業の実施
により、現場の即戦力としての高度な専門的知識・技術をさらに身に付ける。

教員の養成の目標

　本専攻では、「健康学・体育学・医学を融合した高度な健康体育学を身に付け、健康体育の実践と指導のできる人材の養成」を教育目的としている。
　そこで、教職課程においては、本専攻の教育目的を踏まえて、高校生に対して適切な運動指導・健康教育に関わることのできる人材を養成することを目的とし、
「理論と実践の統合」を目指したカリキュラム及び指導体制を構築している。
　特に、本専修免許状課程においては、大学院で教科及び教科の指導法に関する科目などの単位を一定数以上取得することで、より高度な専門的知識・技術等を
身につけ、学校教育における実践的指導力を持った「リーダーとしての教員」となり得る教員養成を目指している。

教員の養成の目標

　医療福祉学研究科医療福祉学専攻においては、医療福祉分野の理論と実践について深い知識・優れた技能・高い倫理観をあわせ備え、少子高齢化の進む社会
の要請に応え得る有能にして国際的視野を有する指導的人材を育成している。教員養成においても、大学院の教育理念を基本に医療・福祉・健康の専門分野にお
ける学術の理論及び応用の研究を深め、広い視野に立った精深な学識、高度の専門性を要する技能とともに高い倫理観を身につけた教員を養成する。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

2年次

春学期 　障害種別ごとの特別支援教育の理念について理解を深める。

秋学期
　我が国の障害児教育の歴史とともに諸外国の法制度との比較の中で、今後あるべき特別支援教育について考察す
る。

教員の養成の目標

　本専攻では、「健康学・体育学・医学を融合した高度な健康体育学を身に付け、健康体育の実践と指導のできる人材の養成」を教育目的としている。
　そこで、教職課程においては、本専攻の教育目的を踏まえて、中学生に対して適切な運動指導・健康教育に関わることのできる人材を養成することを目的とし、
「理論と実践の統合」を目指したカリキュラム及び指導体制を構築している。
　特に、本専修免許状課程においては、大学院で教科及び教科の指導法に関する科目などの単位を一定数以上取得することで、より高度な専門的知識・技術等を
身につけ、学校教育における実践的指導力を持った「リーダーとしての教員」となり得る教員養成を目指している。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期 　学部の教職課程における学びを個々に整理し、大学院における個々の専修免許取得の目標を設定する。

2年次

春学期
　学校現場における「リーダーティーチャー」となるために、中学・高等学校の非常勤あるいは学校支援ボランティアの経
験を通して、高度な専門的知識・技術をさらに身に付ける。

秋学期
　学校現場における「リーダーティーチャー」となるために、中学・高等学校の非常勤の経験、特に公開研究授業の実施
により、現場の即戦力としての高度な専門的知識・技術をさらに身に付ける。

1年次

春学期 　学部の教職課程における学びを個々に整理し、大学院における個々の専修免許取得の目標を設定する。

秋学期 　学校現場における「リーダーティーチャー」となるための高度な専門的知識・技術を身に付ける。

秋学期 　学校現場における「リーダーティーチャー」となるための高度な専門的知識・技術を身に付ける。

2年次

春学期
　学校現場における「リーダーティーチャー」となるために、中学・高等学校の非常勤あるいは学校支援ボランティアの経
験を通して、高度な専門的知識・技術をさらに身に付ける。

秋学期



医療技術学研究科　健康体育学専攻（養教専免）

医療技術学研究科　臨床栄養学専攻（栄教専免）

　学校現場における「ミドルリーダーとしての養護教諭」となるための専門的知識・技術を身に付ける。

2年次

春学期
　研究課題に対し得られたデ－タを多角的に検討し、さらなる研究方法を学び栄養教諭（専免）としての研究能力をつけ
る。あわせて食育に導入する教材の開発を行う。

秋学期
　研究課題に則した修士論文を作成する能力を身に付け、関係学会での発表、学内発表および審査を受け、修士論文
を完成させる。さらに、修士課程での一連の研究サイクルを通し、教育の場を想定した栄養・食の現代的課題に対するア
プローチ方法を探求する視点を養う。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次

春学期
　人の誕生から死に至るまでのライフサイクルにおける健康の保持増進、ならびに疾病からの回復に係る栄養生理学、
栄養生化学、臨床栄養学を学び、体内へ吸収される食品の栄養学、衛生学および微生物学を修得し、それらが相互に
関係する実践栄養学を理解し、食教育実施のための知識の蓄積を行う。

秋学期
　研究課題に関係する論文、資料および自らの研究デ－タを整理し中間発表を行うことで、プレゼンテーションスキルを
修得し、研究成果を通して食教育に不可欠なコミュニケ－ションスキルを向上させる。

教員の養成の目標

　習得した管理栄養士および栄養教諭一種免許を基に、臨床栄養学の知識と技術をもち、人々の健康長寿を支援できることに加え、研究的な視点から科学的な根
拠に基づいた栄養・食の現代的課題にアプローチし、児童・生徒の適切な食生活習慣の形成を支援できる、そしてその延長として学校だけでなく地域とも連携し、組
織だった学校教育を実行できる教員を養成することを目指す。

2年次

春学期
　「研究者としての養護教諭」となるために、絞られた研究課題に対して、研究方法を学び、養護教諭としての研究能力
の向上を目指す。高度な倫理観を備えた人材となりうるために研究倫理審査委員会に申請する経験をもつ。

秋学期
　「研究者としての養護教諭」となるために、養護教諭の実践から収集したデータを分析して、修士論文を作成する能力
を身につける。さらに、発表の機会を設け、プレゼンテーション能力を育成する。

教員の養成の目標

　本専攻では、「健康学、体育学、医学を融合した高度な健康体育学を身に付け、科学的な根拠に基づく健康体育の実践と指導、ならびに教育・研究のできる高度
な倫理観を備えた人材の養成」を教員養成に対する理念としている。本専攻の設置の理念、およびそれを踏まえた教育理念、ならびに学部健康体育学科の中で
行ってきた養護教諭一種免許状教育課程との連続性も考慮し、養護教諭専修免許状の教員養成に対する理念を「保健管理および保健教育のより高度な専門的知
識・技術を身に付け、現場におけるミドルリーダー的養護教諭、さらには科学的根拠に基づく健康学の深化を見据えた研究者となり得る高度な倫理観を備えた人材
の養成」としている。

履修年次
教員の養成目標を達成するための計画

年次 時期

1年次
春学期 　学校現場における「ミドルリーダーとしての養護教諭」となるための基礎的知識・技術を身に付ける。

秋学期


